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 コ ア バ リ ュ ー  

校長  大島 宏二  

朝夕は、肌寒さも感じられるようになりました。秋の深まりとともに、   子

どもたちにとっては、落ち着いてじっくりと学習に取り組んだり、   

校外学習に出かけて学びを深めたりするには、とても良い季節となりました。 

 先日のラグビーワールドカップ2019での日本チームの活躍は、胸を打ち、感動を与えてくれ

ました。私は、テレビで応援していたにわかファンでしたが、放送を聞きながら新しい言葉に出合

いました。それは、「ラグビー憲章」というものです。調べてみると、 

【規律】 みんなで作った約束を守り、仲間を信じて助け合うこと 

【品位】 フェアプレーを大切にし、誠実にふるまうこと 

【尊重】 敵味方関係なく人を思いやり、大切にすること 

【情熱】 どんなことにもひたむきに謙虚に、強い気持ちで取り組むこと 

【結束】 国籍や人種、文化の違う仲間と一つになること 

の５つで、ラグビーの特徴を示した価値、精神だそうです。またこれは、『コアバリュー』とも言わ

れ、「最も重要と考える価値観」だそうです。 

 このことを調べながら私の頭に思い浮かんだのは、先日の日曜日にたくさんの参観者をお迎えし

て行った本校の運動会のことです。 

 1000名を超える子どもたちによる大迫力の「運動会の歌」の大合唱から始まった運動会でした

が、個人競技の徒競走では必死にゴールを目指して走り抜く子どもたちの真剣な表情が素敵でした。

また、学年競技やリレーは、作戦を立てたり協力したりして、ルールに基づいて正々堂々と競い合

う姿に、参観される保護者や地域の方から思わず大きな声援や歓声があがるほどでした。そして、

子どもたちや指導者が一番時間をかけて熱心に練習に取り組んできた学年演技は、動きをそろえ、

気持ちを込めて演じる一生懸命な姿に、温かい大きな拍手を頂くことができました。ありがとうご

ざいました。 

 ラグビーのみならず、運動会でのひたむきな子どもたちの姿は、見る者に感動を与えてくれまし

た。それは、コアバリューの【規律】【品位】【尊重】【情熱】【結束】が、本校の運動会でもたくさ

ん見られたということではないでしょうか。心に残る一日となりました。 
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 １日延期となりましたが、１０月２０日（日）、秋晴れの空の下、令和の時代になって初めての運動会を開催し

ました。ファンファーレ係の力強い演奏で入場し、開会式の中では、実行委員長と「令和初！！気持ち一つに 優

勝めざせ ドルフィンズ」のスローガンを元気に言いました。子どもたちは、徒競走に、演技に、そして、係活動

にそれぞれ力を発揮しました。 

 応援合戦では、応援歌や各組のエールを行いました。練習を重ねてきた応

援団は一生懸命に声を出して、全校のみんなを盛り上げました。  

 今年度も準備、計画段階からPTA、オ

ヤジの会の方々には多くのご支援・ご協

力をいただきました。ありがとうござい

ました。また、神奈川音頭を一緒に踊っ

てくださった、地域の皆様、ご家族の皆

様、ありがとうございました。 

 各学年の表現は、持ち物や衣装、隊形や動きに工夫があり、大

変見ごたえがありました。１年生にとっては、初めての運動会。

ポンポンを持ってかわいく、かっこよく踊りました。２年生が、

ヤングマンの音楽に合わせて元気に踊ると、思わず口ずさんでい

る方が多くいらっしゃいました。３年生は旗をもって演技をしま

した。全身を使っての大きな動きと、色とりどりの旗の色に思わ

ず見とれてしまいました。４年生のエイサーは、黒と紫の衣装を

身にまとい、パーランクーの力強い音色とともに一糸乱れぬ動き

が心に残りました、５年生の組体操は、一人での動きだけでなく、

二人で、みんなでと、協力して行う動きも多く、息を合わせなが

ら、集中して行う姿に感動しました。副校長先生の三味線と共に、

力強い動きと掛け声で幕を開けた６年生のソーラン節。今年度

は、はっぴに一人ひとりの好きな言葉や絵を描き、旗のデザイン

も工夫しました。「伝統をみんなに伝えたい」という思いが伝わ

る、気迫あふれるソーラン節でした。 
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１０月１１日（金）に前期終業式が行われ、２・４・６年生、７組の代表 

児童が、これまでの成果と後期の目標を発表しました。３連休明けの１５日（火） 

には後期始業式が行われました。子どもたちは、それぞれ目標を立てました。後 

期も、一人ひとりがよさを発揮し、さらに成長できるよう、期待しています。 

 

  

 

 

 ぐるぐる展とは、神奈川区内の小学校を３つのブロックに分けて、児童 

の図工作品を展示する取組です。子安小学校は、大口台小学校、西寺 

尾小学校、西寺尾第二小学校、浦島小学校、白幡小学校と一緒のブロック 

です。それぞれの学校の代表作品は、明日まで１階多目的室に展示されています。子どもたちには鑑賞の時間を設

け、カードに感想を記入しました。よさを感じたり、これからの自分の作品に活かそうとしたりする姿が見られま

した。 

 

 

 

 

 

 

１０月１８日(金)は、児童生徒交流日として、６年生が学区の中学校(浦島丘中･錦台中･神奈川中)に行き、中学

校の雰囲気を体感してきました。今年度も授業の見学や中学校の先生による特別授業、部活紹介など、各学校で先

生方や中学生と交流し、それぞれが、中学校への期待を膨らませていました。 

 

 

 

 

 

 

１０月２４日、６年生は三ツ沢公園陸上競技場で行われた市体育大会に参加 

しました。大会へ向けて、代表選手となった子たちは朝練習を繰り返し行い、よ  

い記録を残そうとがんばってきました。本番ではその成果を大いに発揮することができました。 

特に、男子リレーチームは当日のベストタイムを記録することができました。 

また、クラスごとに行う長縄では、一致団結して最高記録を目指しました。

集まった市内の６年生の多さに驚きながらも「Let’s  Dance with Yokohama」を

リズムに乗って動きを合わせて踊りました。 

 


